
2025 年度横浜市立大学学術研究会総会議題 

 

出      
議 題 

１． 定足数の確認、議長／議事録署名人選出 

 

 

２． 2025 年度役員の選任  

 

資料１ 

３． 2024 年度活動報告 

 

資料２ 

４． 2024 年度決算報告 

 

資料３―①、② 

５． 202４年度監査報告 

（1）会計監査報告 

（2）業務評価報告 

 

 

資料４ 

資料５ 

６． 202５年度事業計画及び予算案審議 

 

資料６ 資料７ 

７. 文書管理規程の制定について 資料８ 

 本会における文書の保存・管理に関する基本的な事項を定めることにより、適正かつ円滑な文書の保
存・管理を図ることを目的とし、本規程案を提出いたします。 

８. 規程の改定について 

（1）学術論文投稿費補助規程 

（2）博士論文印刷・製本費用補助規程 

資料９ 

資料 10 

資料 11 

 （1）・（2）とも、申請様式等の電子的提出を可能とすることを目的とし、改定案を提出いたします。 

スキーム（申請・受給資格および条件、補助金額等）の変更はいたしません。 

９.  その他  
 



2025 年度 学術研究会役員（敬称略）                    

 

所属・選出母体 名前 役職・担当 ※１ 

国際商学部 
鞠  重鎬 運営委員長 

岩佐 朋子 学会助成、退職記念事業助成担当 

国際教養学部 

後藤 寛 運営副委員長 兼 編集委員長 

江上 園子 学会参加補助、博論印刷製本費用補助、学術論文

投稿費補助担当 

理学部 ※２ 
佐藤 拓輝 会計委員  

服部 伸吾 機関リポジトリ関連、学術研究会 HP担当 

※１ ここに名前を挙げた全員が運営委員であり、編集委員でもある。 

※２ 理学部・データサイエンス学部を合わせてひとつの選出母体とするが、今年度は理学部から 2 名

選出 

 

会計監査人 

所属 名前 

国際商学部 藤﨑 晴彦 
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2025/3/31現在

事業名
発行事業 ≪発行済≫

論文電子公開事業

・本会学術機関リポジトリ

      3,447本（2,820本）

      0本（0本）

学生教育テキスト作成事業 ・「基礎実験」の受講者全員に配布

 「自然科学基礎実験」より名称変更

出版助成事業

学会助成事業

・今年度の実績 0件
退職記念事業助成事業

・今年度の実績 2件

博士論文印刷・製本費用 博士号取得（見込）の学生会員に対し1件につき1万円

補助事業 を上限とする助成 4件

学会参加補助事業 学会で発表を行う学生会員に対し学会参加登録費を補助

 国内学会発表者に対し1件5千円以内の補助

 ・今年度の実績 29件

 国際学会発表者に対し1件2万円以内の補助

 ・今年度の実績 11件

計 40件

学術論文投稿費補助事業

 ・今年度の実績                   1件

学術研究会HP事業 学術研究会HPの運営

その他事業 今年度はなし

                 社会科学系列76巻1号                               250部

・『学生論集』63号               250部

     社会科学系列75巻2・3合併号           250部 

       64号               250部

・未登録であったバックナンバーの電子化が完了

横浜市立大学正会員が主催する学会に対し1件につき1万5千円、
5万円もしくは10万円を上限とする助成

     社会科学系列76巻2・3合併号          250部 

≪編集中≫          

・DPは、著者が許諾した場合のみ、本学機関リポジトリに登
録・公開の方針

・『論叢』人文科学系列76巻2・3合併号               250部

退職する正会員の記念事業に対し1件につき5万円を上限
とする助成

横浜市立大学学術研究会 2024（令和6）年度活動報告

内訳 説明

・『論叢』人文科学系列75巻2・3合併号               250部

     人文科学系列76巻1号                250部

・『学生論集』65号                   250部   

今年度は助成執行なし
出版助成申請原稿の審査を実施

・『論叢』は他大学の学術誌と交換。また、講義教材として
も利用。自然科学系列は退職記念号のみ刊行の方針だが、そ
れに代えて、退職教員の単著の記念論集を刊行することもあ
る（今年度はなし）

・EBSCOへは『論叢』人文67巻1号、社会67巻1号、自然65巻
1・2・3合併号以降の掲載論文を登録・公開

・予算額を増額したが（2023年度 20万円→2024年度 30万
円）、全申請者に支給した場合、予算超過となるため、初回
申請者にのみ支給（支給総額29万6,531円）。

理系学部生の必修科目「基礎実験」のテキスト

の作成                       300部

・EBSCOデータベース
  ・上記《発行済》の『論叢』掲載論文

《登録・公開済（括弧内は当年度の登録本数）》

  ・『論叢』掲載論文

  ・Discussion Paper

・助成申請資格は学術研究会正会員および名誉教授（元会
員）。
・申請時に助成形態を選択（横浜市立大学新叢書シリーズと
して出版、または買取式）
・講義教材としても利用。

国際的な学術雑誌に論文を採択された正会員・学生

会員に対し、1件10万円以内の補助

横浜市立大学学術研究会
テキストボックス
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R6 (2024) 年度学術研究会会計報告

収支（2024年4月1日～2025年3月31日）

収入の部 予算 実績 差額（実績－予算） 実績／予算
[0] 前年度繰越金 11,105,305 11,105,305 0 100.0%
[1] 正会員会費 600,000 586,000 ▲ 14,000 97.7%
[2] 学生会員会費 2,326,000 2,328,000 2,000 100.1%
[3] 卒業生会費・賛助会費 6,000 15,000 9,000 250.0%
[4] 普通預金口座利子 15 4,614 4,599 30760.0%
[5] 論叢販売代金等 26,000 37,900 11,900 145.8%
[6] その他(H24年度以前の会費等） 0 5,000 5,000 -
[7] 特別会計から繰入 0 0 0 -

計 14,063,320 14,081,819 18,499 100.1%
（実質収入） 2,958,015 2,976,514 18,499 100.6%

支出の部 予算 実績 差額（予算－実績） 実績／予算
[8] 印刷費等 1,688,030 1,469,380 218,650 87.0%
[9] 振込手数料 20,000 18,645 1,355 93.2%

[10] 学会助成等 300,000 0 300,000 0.0%
[11] 退職記念事業助成 150,000 96,537 53,463 64.4%
[12] 論叢等郵送料等 80,000 60,997 19,003 76.2%
[13] 会計監査費用等 98,000 98,000 0 100.0%
[14] 出版助成費 1,047,600 0 1,047,600 0.0%
[15] 博士論文印刷製本費補助 30,000 38,250 ▲ 8,250 127.5%
[16] 学会等参加学生補助 300,000 296,531 3,469 98.8%
[17] 発行物電子公開費用 0 0 0 #DIV/0!
[18] 学術論文投稿費補助 100,000 100,000 0 100.0%
[19] パソコン等OA消耗品代 20,000 0 20,000 0.0%
[20] パソコンソフト代 5,000 0 5,000 0.0%
[21] コピー代・用紙代 4,000 2,649 1,351 66.2%
[22] 事務文具・備品代 40,000 7,529 32,471 18.8%
[23] 事務謝金 1,800,000 1,783,615 16,385 99.1%
[24] 通勤手当 150,000 138,760 11,240 92.5%
[25] 学術研究会室使用料 21,555 21,555 0 100.0%
[26] 口座管理手数料 16,000 15,050 950 94.1%
[27] 租税公課 1,800 2,105 ▲ 305 116.9%
[28] 予備費 200,000 0 200,000 0.0%
[29] その他謝金

* 40,000 100,000 ▲ 60,000 250.0%
[30] その他（諸経費・雑費) 1,000 1,596 ▲ 596 159.6%
[31] 雑損失 7,000 7,000 0 100.0%
[32] 特別会計へ繰入 0 0 0 0.0%
[33] 次期繰越金 7,943,335 9,823,620 ▲ 1,880,285 123.7%

計 14,063,320 14,081,819 ▲ 18,499 100.1%
（実質支出） 6,119,985 4,258,199 1,861,786 69.6%

予算 実績
収支 0 0

（実質収支） ▲ 3,161,970 ▲ 1,281,685

収入の部 予算 実績 差額（実績－予算） 実績／予算
前年度繰越金 20,503,273 20,503,273 0 100.0%

[34] 定期預金口座利子 11,000 16,771 5,771 152.5%
計 20,514,273 20,520,044 5,771 100.0%

（実質収入） 11,000 16,771 5,771 152.5%

支出の部 予算 実績 差額（予算－実績） 実績／予算
[35] 一般会計へ繰入 0 0 0 #DIV/0!
[36] 次期繰越金 20,514,273 20,520,044 ▲ 5,771 100.0%

計 20,514,273 20,520,044 ▲ 5,771 100.0%
（実質支出） 0 0 0 -

（実質収支） 11,000 16,771

資産残高（2025年3月31日現在）
定期預金（三井住友） 10,126,946
定期預金（三菱UFJ） 10,393,098
普通預金（横浜銀行・決済） 2,992,484
普通預金（三井住友銀行・決済） 6,938,848
現金 54,216
未収金 0
未収会費 5,000
貯蔵品 10,422

計 30,521,014

負債・財産残高（2025年3月31日現在） 次期繰越金
未払事務謝金 147,225 （一般＋特別）
未払通勤手当 9,940 30,343,664
未払金（クリックポスト） 185
未払金（査読謝金） 20,000

計 177,350

＊2019年度退会者の滞納会費（2018年度分）。
2016年度～2019年度会計まで未収会費として
計上しているが、債権消滅時効を過ぎたため、
雑損失として処理

一般会計

特別会計

20,520,044

10,000,970

特別会計

一般会計

177,350 一般会計

会計報告書 (1) R6（2024）年度会計：沓名伸介
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事業名

発行事業 以下の発行物の編集・発行

・『学生論集』第65号                   　　　　　　  250部

・『論叢』人文科学系列76巻2・3合併号 250部

　　　　　 人文科学系列77巻1号 250～410部

　　　　　 社会科学系列76巻2・3合併号 250部

　　　  　 社会科学系列77巻1号 250～410部

・ディスカッションペーパー（DP） 各30部

論文電子公開事業

・本学機関リポジトリ上でDPを公開

学生教育テキスト作成事業

出版助成事業 ２件 柿崎一郎先生著書、大島誠先生著書

学会助成事業 ・正会員が主催する学会1件につき5万～10万円の助成

３件程度

退職記念事業助成事業 退職する正会員の記念事業1件につき5万円以内の助成

３件

博士論文印刷・製本費用 博士号取得（見込）の学生会員に対し1件につき

補助事業 1万円以内の助成 ３件程度

学会参加補助事業 学会で発表を行う学生会員に対し学会参加登録費を補助

　国内学会発表者に対し

　1件5千円以内の補助

　国際学会発表者に対し

　1件2万円以内の補助

学術論文投稿費補助事業

対し１件につき10万円以内の補助 １件

学術研究会HP事業 学術研究会HPの運営

その他事業 予定なし

・買取式（申請者が出版社を指定）

・正会員が主催する学生向けの講演会、セミナー、シンポジ
ウム1件につき1万5千円の助成　　　　　　　　　　 ３件程度

実施予定者：
齊藤広子先生、佐藤響子先生、和田淳一郎先生

国内・国際合
わせて
40件程度

国際的な学術雑誌に論文を投稿し採択された者に 本学研究推進部による論文投稿費補助を受けられな
かった者を主な利用者として想定した制度である。

経済、経営、都市の3シリーズ。随時、登録を受付。

・本学機関リポジトリ上およびEBSCO㈱のデータベース上
で『論叢』掲載論文を公開

理学部・医学部1年生の必修科目「自然科学基礎実験」の

テキストの作成
自然科学基礎実験の受講者全員に配布。

他大学との学術雑誌と交換、在学生の教材として利用。

横浜市立大学学術研究会 2025（令和7）年度事業計画

内訳 説明

推薦論文および院生の投稿論文を募集、選考/査読のう

え編集し、年1回発行、在学生に配布。

横浜市立大学学術研究会
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収入の部 2025年度予算 2024年度実績
増減

（2025－2024）
[0] 前年度繰越金 11,105,305 11,105,305 0

[1] 正会員会費 600,000 581,000 19,000

[2] 学生会員会費 2,260,000 2,328,000 ▲ 68,000

[3] 卒業生会費・賛助会費 6,000 15,000 ▲ 9,000

[4] 普通預金口座利子 4,500 4,614 ▲ 114

[5] 論叢販売代金等 5,000 37,900 ▲ 32,900

[6] その他（H24年度以前の会費等） 0 5,000 ▲ 5,000

[7] 特別会計から繰入 0 0

計 13,980,805 14,076,819 ▲ 96,014

（実質収入） 2,875,500 2,971,514 ▲ 96,014

支出の部 2025年度予算 2024年度実績
増減

（2025－2024）
[8] 印刷費等 1,570,000 1,469,380 100,620

[9] 振込手数料 20,000 18,645 1,355

[10] 学会助成等 300,000 0 300,000

[11] 退職記念事業助成 150,000 96,537 53,463

[12] 論叢等郵送料等 65,000 60,812 4,188

[13] 会計監査費用等 98,000 98,000 0

[14] 出版助成費 1,000,000 0 1,000,000

[15] 博士論文印刷製本費補助 30,000 38,250 ▲ 8,250

[16] 学会等参加学生補助 300,000 296,531 3,469

[17] 学術論文投稿費補助 100,000 100,000 0

[18] パソコン等ＯＡ消耗品代 20,000 0 20,000

[19] パソコンソフト代 5,000 0 5,000

[20] コピー代・用紙代 2,500 2,649 ▲ 149

[21] 事務文具・備品代 15,000 7,529 7,471

[22] 事務謝金 1,500,000 1,783,615 ▲ 283,615

[23] 通勤手当 150,000 138,760 11,240

[24] 学術研究会室使用料 21,555 21,555 0

[25] 口座管理手数料 16,000 15,050 950

[26] 租税公課 2,500 2,105 395

[27] 予備費 200,000 0 200,000

[28] その他謝金* 40,000 100,000 ▲ 60,000

[29] その他（諸経費・雑費） 1,500 1,596 ▲ 96

[30] 雑損失 0 7,000 ▲ 7,000

[31] 特別会計へ繰入 0 0 0

[32] 次期繰越金 8,373,750 9,818,805 ▲ 1,445,055

計 13,980,805 16,976,543 ▲ 2,995,738

（実質支出） 5,607,055 4,258,014 1,349,041

（実質収支） ▲ 2,731,555 ▲ 1,286,500

[8] 印刷費等**

『論叢』人文76巻2・3合併号 200,000

　　　　　人文77巻1号 300,000
　　　　　社会76巻2・3合併号 150,000

　　　社会77巻1号 300,000
自然科学基礎実験テキスト 220,000

『学生論集』65号 400,000
計 1,570,000

一般会計

予算書（2025年4月1日～2026年3月31日）

* *人文および社会の2・3合併号
の締切はともに2025年3月。よっ
て、年度内刊行の見込みはな
いため、除外

横浜市立大学学術研究会
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[14] 出版助成費
買取式助成（大島先生著書） 500,000

買取式助成（柿崎先生著書） 500,000

計 1,000,000

収入の部 2025年度予算 2024年度実績
増減

（2025－2024）
前年度繰越金 20,520,044 20,503,273 16,771

[33] 定期預金口座利子 16,000 16,771 ▲ 771

計 20,536,044 20,520,044 16,000

（実質収入） 16,000 16,771

支出の部 2025年度予算 2024年度実績
増減

（2025－2024）
[34] 一般会計へ繰入 0 0 ―

[35] 次期繰越金 20,536,044 20,520,044 16,000

計 20,536,044 20,520,044 16,000

（実質支出） 0 0

（実質収支） 16,000 16,771 　

特別会計



文書管理規程（案） 

 
（目的） 

第1条 本規程は、横浜市立大学学術研究会（以下、本会）における文書の保存・管理に関する基本
的な事項を定めることにより、適正かつ円滑な文書の保存・管理を図ることを目的とする。 

 
（定義） 

第 2 条 本規程において「文書」とは、本会の業務遂行の過程で作成または取得した文書等本会に必
要な一切の書類で、一定期間の保存を要するものであり、紙によるものに限らず、電磁的記録も含
む。 
 
（文書保存の管理責任者） 

第３条 文書保存の管理責任者（以下、「管理責任者」）は、本会運営委員長をもって充てる。 
 
（整理・保存） 

第４条 文書は、その存在及び所在を把握できるよう、常に適切に整理・保存しなければならない。 
２  文書は、鍵のかかる場所、又はログイン設定を施した端末内に保存し、盗難および情報漏洩

の防止に努めなければならない。 
３  特に秘密保全および防災を要する文書は、金庫内に格納するものとする。電磁的記録につい

ては、ハードディスク等記憶媒体のみに保存し、その記憶媒体を金庫内に格納する。 
 
（保存期間） 

第５条 文書の保存期間は別表のとおりとする。 
 ２  以下の場合には管理責任者の判断に従うものとする。 

イ）前項の別表に記載されていない場合 
ロ）文書の分類の判断について、疑義のある場合 

 ３  相互に関連する複数の文書をまとめて保存する必要がある場合、それらの文書のうち最も保
存期間の長いものに従う。 

 
（保存期間の算定） 

第６条 別表に示す保存期間の起算日は、当該文書を作成し、又は取得した年度の翌年度の初日とす
る。 
 
（保存期間の延長） 

第７条 保存期間を経過した文書で、係争中の事案に係る文書、開示請求の対象となった文書等につ
いては、管理責任者の判断に基づき、さらに期間を定めて保存するものとする。 
 
（廃棄および完全削除） 

第８条 保存期間を経過した文書は適宜、情報漏洩及び悪用を防ぐため、書面の場合には必要に応じ
て裁断、塗りつぶし等、当該文書の判読を不可能にする措置を講じたうえ廃棄し、電磁的記録の場
合には完全削除により廃棄する。 

 
付則 

 本規程は、令和 7 年○月○日から施行する。 
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別表（第5条）

保存期間

永年

その他前各項に準ずる文書

30年

5年

1年

出勤簿

運営会議以外の会議の資料・議事録

会計監査関係書類

予算書・決算書

雇用関係書類

その他前各項に準ずる文書

会計証憑（請求書、納品書、振込明細票、領収書等）

学会参加補助申請関係書類

出版助成申請関係書類

助成金申請関係書類（学会、退職記念事業、学術論文投稿、博士論文印刷・
製本等）

基準

当会運営上特に重要な事案に関する文書

総会資料・議事録

使用済み通帳

貸借関係書類

運営会議資料・議事録

その他前各項に準ずる文書

入退会関係書類（会員、賛助会員）

※「常用文書」について
 現状を把握するなどの目的のために複数年度にわたり常時使用する文書については、常時
使用する状態がなくなった時点で廃棄する。

著作物利用許諾、転載許可、論文受理掲載証明等に関する文書

通知、照会、回答等に関する文書

その他前各項に準ずる文書

会計証憑の写し

刊行済み原稿

軽易な通知、照会、回答等に関する文書

10年



学術論文投稿費用補助規程 新旧対照表 

 新 旧 備考欄 

 
［他の助成制度と併せて受給する場合の
申告義務］ 
第６条 他の助成制度と併せて本補助を

受給することは認めるが、その場
合、所定の様式に受給の内訳を記
し、本会に提出するものとする。 

 

 
［他の助成制度と併せて受給する場合の
申告義務］ 
第６条 他の助成制度と併せて本補助を

受給することは認めるが、その場
合、所定の様式に受給の内訳を記
し、申請者による署名捺印のう
え、本会に提出するものとする。 

 

 
 
 
 
 
（削除） 

 

 

博士論文印刷・製本費用補助規程 新旧対照表 

新 旧 備考欄 

 
第４条 補助金の支給を希望する者は、博

士論文を印刷・製本した後に、次の４点
を学術研究会に一括して提出しなけれ
ばならない。 
イ）補助金支給申請書（所定の様式） 
ロ）博士論文の最終審査合格証明書（所

定の様式）、もしくは学位記のコピー 
ハ）請求書兼口座振込依頼書（所定の様

式） 
ニ）印刷・製本費用の領収書（コピー可） 

 

（申請・支給決定手続き） 
第４条 補助金の支給を希望する者は、博

士論文を印刷・製本した後に、次の４点
を学術研究会に一括して提出しなけれ
ばならない。 
イ）補助金支給申請書（所定の様式） 
ロ）博士論文の最終審査合格証明書（所

定の様式。必ず指導教員の署名・捺印
を受けること） 

ハ）請求書兼口座振込依頼書（所定の様
式） 

ニ）印刷・製本費用の領収書（コピー可）。 

 

 
 
 
 
 
（追加） 
 
（削除） 
 
 
（削除） 
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学術論文投稿費補助規程 

 
［目的］ 
第１条 本規程は、横浜市立大学学術研究会（以下、「本会」という）による国際的な学術雑誌への論文

投稿費の補助に関し、必要な事項を定めるものである。 
 
［補助金の額］ 
第２条 補助金は１件当たり 10 万円を上限として支給する。 
 
［申請資格・手続き］ 
第３条 申請者は以下の条件をすべて満たしているものとする。 

イ）本会正会員または学生会員であること 
ロ）当該論文の著者であること（執筆の序列は問わない） 
ハ）投稿費の実質的な負担者であること 
ニ）当該年度において、本補助を受給していないこと 

（２）申請対象とする論文は以下の条件をすべて満たしているものとする。 
イ）投稿先が国際的に価値のある雑誌であること 
ロ）採択（accept）されてから一年以内であること 

（３）申請対象とする論文について、カラー印刷およびグレースケール印刷の別は問わない。 
（４）申請対象とする費用は投稿費とし、その他の費用は原則として含めない。 

２）ただし、投稿費に 50 部までの論文別刷り代が含まれていても可とする。 
（５）申請者は所定の期間内に以下の文書（各１部）を本会まで提出するものとする（申請期間と提出
先は別途、文書等や本会 web サイト上で指定する）。 

イ）申請書（所定の様式） 
ロ）当該論文の採択を証明する文書（e-mail メッセージや web サイト等を印刷したもので 

も可）。ただし、日本語・英語以外の言語の場合は和訳をつけること 
ハ）投稿費の支払いを証明する文書（コピーでも可）。投稿費が外貨立ての場合、クレジット 

カードの明細書等、日本円での支払額がわかるものも添付すること 
ニ）当該論文のコピー（当該雑誌の該当ページのコピーが望ましいが、申請時点において未 

刊行の場合には校正原稿または原稿のコピーでも可） 
 
［支給の決定］ 
第４条 申請を受け付けたのち、本会運営委員会にて研究分野ごとの配分バランス等を勘案しつつ審

査・選考し、支給対象を決定する。 
第５条 支給決定の連絡を受けた申請者は、可及的速やかに本会まで請求書（所定の様式）を提出する

ものとする。 
 
［他の助成制度と併せて受給する場合の申告義務］ 
第６条 他の助成制度と併せて本補助を受給することは認めるが、その場合、所定の様式に受給の内訳

を記し、本会に提出するものとする。 
 
付則 本規程は平成 29 年６月１日から施行する。 
付則 令和元年６月 27 日改正。本規程は令和元年６月 28 日から施行する。 
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博士論文印刷・製本費用補助規程 

 
（目的） 

第１条 本規程は、横浜市立大学学術研究会（以下「学術研究会」という）が博士論文製本印刷に対し
て支給する補助金に関し必要な事項を定め、もって学生の研究活動を支援することを目的とす
る。 

（補助金支給の対象） 
第２条 補助金は、横浜市立大学博士後期課程に在学する学生が作成する博士論文の印刷製本に対して

支給する（詳しくは、添付の文書「申請手続きについて」を参照のこと）。 
 （補助金額） 
第３条 補助金は１件につき１万円を上限として支給する（印刷製本費用が１万円に満たない場合、実

費を支給する）。 
（２）補助金の年間支給額は、特に定めないものとする。 
（申請・支給決定手続き） 

第４条 補助金の支給を希望する者は、博士論文を印刷・製本した後に、次の４点を学術研究会に 
一括して提出しなければならない。 
イ）補助金支給申請書（所定の様式） 
ロ）博士論文の最終審査合格証明書（所定の様式）、もしくは学位記のコピー 
ハ）請求書兼口座振込依頼書（所定の様式） 
ニ）印刷・製本費用の領収書（コピー可） 

 （２）助成金の支給の可否については、学術研究会運営委員会の審議を経て決定する。 
（３）学術研究会は、支給が決定した場合には、遅滞なく、申請者に対し支給金額を交付しなければ

ならない。 
 
付 則 
 本規程は平成 24 年 4 月 1 日より施行する。 
付 則 
 平成 27 年 5 月 28 日、第 2 条に文言追加、第 3 条第 1 項に文言追加、同第 3 項を追加、第 4 条を

変更。 
 本規程は平成 27 年４月 1 日に遡って施行する。 
付 則 
 平成 29 年 6 月 1 日、第 3 条第 3 項を削除、第 4 条第 1 項ニ）の一部を削除。 

 本規程は平成 29 年４月１日に遡って施行する。 
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